
� はじめに

香川県感染症発生動向調査事業は，１９７７年より県単独

事業として開始されてから２６年が経過した。１９９９年４月

から感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す

る法律が施行され，感染症発生動向調査事業要綱により

体制がより強化，充実され患者の発生状況，病原体の動

向等について早期把握，分析，情報の還元ができるよう

になった。

本報では２００３年の病原細菌検策成績から見た県下の小

児感染症の動向について報告する。

� 材料と方法

病原細菌分離材料は，各感染症発生動向調査検査医療

定点を受診した小児患者から採取し，送付を受けた材料

を検体として検査した。検体処理は，常法にしたがって

おこなった。

� 結 果

１ 疾患別検査材料

病原細菌検索材料は２００３年は１３３件であった。２００２

年の１２０件より約１０％増加し，月平均１１．１件となっ

た。件数は，近年除々に減少の傾向にあり２０００年の

２１７件，２００１年の１７４件，２００２年の１２０件であった

が，２００３年は増加傾向をしめした。

疾患別では表１に示すように感染性胃腸炎の検体

数がもっとも多く病原細菌検索材料の９８．５％を示し

た。また，２００２年感染性胃腸炎の検体数と比較する

と，２６．６％増となった。

溶連菌感染症は２件，１．５％であった。溶連菌感

染症と感染性髄膜炎の件数は大幅に減少した。
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要 旨

香川県感染症発生動向調査事業による小児病原細菌検索材料は本年１３３件で，８４件から１０１株の病原細菌を分離した。

溶連菌感染症の検索材料の咽頭ぬぐい液は例年より大幅に減少し２件であった。咽頭ぬぐい液２件からは病原菌は分

離されなかった。感染性胃腸炎の検索材料の送付件数は前年より増加し，送付件数は１３１件であった。糞便から分離

された１０１株中において多く分離されたのは S.aureus，C.jejuni，下痢原性大腸菌，などの病原菌であった。下痢原性

大腸菌は８血清型１６株が分離された。すべて EPECに該当する血清型であった。またナリジキシン酸耐性株の C.je-

juni と C.coli が多く分離された。これは年々増加の傾向にある。特に，C.jejuni ナリジキシン酸耐性株が多く分離さ

れた。Salmonella 属菌は２血清型３株の分離で，S.Montevideoが２株，S.Enteritidisが１株分離された。前年から比

べると Salmonella 属菌の分離が減少した。溶連菌感染症の傾向は送付検体数が少ないため把握できないが，県下に

おける感染性胃腸炎細菌感染症は全国状況にほぼ一致した傾向を示した。

キーワード：感染症発生動向調査・下痢原性大腸菌・C.jejuni・Salmonella 属菌
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２ 病原細菌分離状況

検体総数１３３件中８４件から病原細菌が分離された。

分離率は２０００年は４７．９％，２００１年は５８．６％，２００２年

は４７．５％，２００３年は６３．２％と大幅な分離率の増加と

なった。

主要病原細菌の動向は，S.aureus が感染性胃腸炎

の分離数１０１株中４８株（４７．５％）と約半数を占めた。

次いで Campyrobacter jejuni が２８株（２７．７％），下痢

原性大腸菌１６株（１５．８％）の順に多く分離された。

月別分離状況は，表２に示すように S.aureus は

季節に関係なく年間を通して分離された。下痢原性

大腸菌，Campyrobacter は，２月と３月には分離さ

れなかった。下痢原性大腸菌は４月から９月にかけ

てと，１月，１２月に分離されたが特に４月と１２月に

多く分離された。

表１に示すように月別分離率は，８月は８３．３％，９

月は８０．０％，７月は７７．７％，４月，１２月は６６．６％，１０

月は６１．５％，１月，５月，６月は６０．０％，１１月，１２月

は５０．０％であった。最も低い分離率は３月で，２５．０％

であった。２００２年と同じように６月から１０月にかけ

て多く分離された。

なお，主要病原細菌分離状況からみた県下の感染

症の動向は，次のとおりである。

� 溶連菌感染症

溶連菌検索材料の咽頭ぬぐい液の送付件数は減

少して，６月に２件のみであった。２件での病原

細菌は分離されなかった。分離率は２００２年は

８４．６％で２００１年の７２．１％と高いが，２００３年は検体

数が少なくまた分離されなかったため調査にいた

らなかった。残念な状況となった。

� 感染性胃腸炎

起因菌検索材料は糞便で２０００年の２１２件，２００１

年の１３８件，２００２年の１０５件と減少していたが，

２００３年は１３１件と増加した。２００２年の１０５件に比べ

２４．７％と増加の傾向を示し，２００１年とほぼ同じ件

数となった。

表１が示すように月平均１０．９件の送付状況とな

った。１２月に特に多く送付されたが，これらは１

施設からの送付が要因である。１２月以外は例年の

ように４月から８月にかけて多く送付された。

起因菌検索材料糞便の年間分離率は６４．１％であ

った。２０００年は４９．１％，２０００１年は５７．２％，２００２

年は４３．８％の分離率で，例年より分離率は高かっ

た。１）２）３）

� 原因細菌の分離状況

年間の分離状況は表２に示すように分離菌株

１０１株の分離は，S.aureus４８株（４７．５％），Campy-

lobacter３２株（３１．６％），下痢原性大腸菌１６株

（１５．８％），Salmonella 属菌３株（２．９％），k.oxy-

toca２株（１．９％）であった。特に S.aureus，Cam-

pylobacter，下痢原性大腸菌が多く分離された。

主要起因細菌の分離状況は，次のとおりである。

a 下痢原性大腸菌

下痢原性大腸菌が分離されたのは，１６例

（１２．２％）で，２００１年は２１．７％，２００２年は１４．２％

で過去３年間では低い分離率であった。１）２）３）

表２，表４に示すように１６例中 EPECに該当

月
疾患別分離材料

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 合計

溶連菌感染症
咽頭 ２ ２

ぬぐい液 ０ ０

感染性胃腸炎 糞便
５ ２ ４ １５ １５ １５ ９ ６ １０ １３ １０ ２７ １３１

３ １ １ １０ ９ ９ ７ ５ ８ ８ ５ １８ ８４

検体数合計 ５ ２ ４ １５ １５ １７ ９ ６ １０ １３ １０ ２７ １３３

分離菌株数合計 ３ １ １ １３ １１ １０ ７ ６ １０ １１ ５ ２３ １０１

表１ 月別検体数と分離検体数

検体数

分離検体数

香川県環境保健研究センター所報 第３号（２００４）香川県環境保健研究センター所報 第３号（２００４）

－１１６－－１１６－



する血清型が１６株分離された。血清型 O１が５

株 O４４が３株 O１１１と O１６６が２株 O１８，O２６，

O１２５，O１２６が１株づつ分離された。EPECに

該当する E.coli では E.coli O１が５株（３１．３％）

を占め，例年，分離数の多い E.coli O１８は１株

（６．３％）と減少した。

EHECに該当する血清型は２００３年には分離

されなかった。２００１年は O１５７：H７（VT１．VT

２）１株，O１２１：H１９（VT２）１株，２００２年

には O１６５：H―VT２が１株分離された。

b Campylobacter jejuni /coli

Campylobacter は成人よりも小児の感染性胃

腸炎での分離頻度の高い主要起因菌のひとつで

ある。表２に示すように C.jejuni が分離された

の は２８株（２１．４％），C.coli は４株（３．１％）で

あった。２００１年はそれぞれ１６．４％と２．７％，２００２

年は９．５％と１．９％で過去３年間では高い分離率

となった。特に C.jejuni が多く分離された。

またナリジキシン酸に対する感受性は C.je-

juni と C.Coli の同定の指標とされているが，

耐性株が C.jejuni 分離株のうち５７．１％がナリジ

キシン酸耐性菌であった。また，C.coli は５０．０％

がナリジキシン酸耐性菌で Campylobacter の約

５０．０％が耐性株で年々増加傾向がみられた。

c Salmonella 属菌

感染性胃腸炎において検索材料は１３１件のう

ち Salmonella 感染症は３例（２．２％）で２００１年

の７例（４．６％），２００２年１１例（１０．５％），より低

い分離率だった。

血清型分離状況は表３に示すように，S .Mon-

tevideo（O７）２株，S .Enteritidis（O９）１

株，と全国的に多く分離される血清型であった

が，２００２年よりも大幅に低い分離率であった。

全国や県下での分離状況は S .Enteritidisが主

流を示しており，S .Enteritidisの県下での占め

る割合は２０００年の８４．６％，２００１年は７１．４％と

Salmonella 感染症の主流であった。１）２）４）

菌株の同定依頼も１６株と減少した。２００３年は

集団発生もなく，県内の Salmonella 感染症は

低い状況であった。

� 年齢別原因細菌分離状況

感染性胃腸炎における年齢別に見た原因細菌

分離状況を表５に示した。送付件数１３１件のう

ち１～２才が３３件（２５．６％）と最も多く，つぎ

月
菌種・群

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 合計

Salmonella O７ １ １ ２

Salmonella O９ １ １

Campylobacter jejuni １ ２ ４ ３ ３ ５ ３ ４ ３ ２８

Campylobacter coli ２ １ １ ４

Staphylococcus aureus １ １ １ ６ ６ ５ ２ ３ ３ ７ １ １２ ４８

Esherichia coli O１ １ １ １ ２ ５

Esherichia coli O１８ １ １

Esherichia coli O２６ １ １

Esherichia coli O４４ １ １ １ ３

Esherichia coli O１１１ １ １ ２

Esherichia coli O１２５ １ １

Esherichia coli O１２６ １ １

Esherichia coli O１６６ １ １ ２

Klebsiella oxytoca １ １ ２

合計 ３ １ １ １３ １１ １０ ７ ６ １０ １１ ５ ２３ １０１

表２ 月別分離状況
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に０才，７～８才 の１８件（１３．７．０％），３～４

才が１７件（１２．９％），５～６才と１１才～１４才が

１５件（１１．６％）であった。また，１５歳以上の検

体は４件であった。

年齢による細菌分離率からみると７～８才が

９４．４％，９～１０才が８１．８％，０才が６６．６％，１

～２才が６０．６％，５～６才が６０．０％，３～４才

が５８．８％，１１～１４才が５３．３％となった。７～８

才の分離率が高かった。

２００３年は０才から１４才の年齢に関係なく下痢

原性大腸菌が分離されている。２００２年は下痢原

性大腸菌は３才～４才に特に多く分離された。

例年，S.aureus は０才～１４才の年齢に関係なく

分離された。C.jejuni は１才～１４才に分離され

た。特に７才～１０才に多く分離された。Salmo-

nella 属菌は，２００２年は１才～６才の年齢にお

いて多く分離されたが，２００２年より分離菌数が

少ないため年齢による分離傾向は把握できなか

った。

分離検体数８４のうち１０１株分離された。すな

わち，感染性胃腸炎の分離検体数の２０．２％は複

数の病原菌によって発症している。特に７～８

才の検索材料３５．２％は複数病原菌によるもので

ある。

月
菌群

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 合計

S .Montevideo（O７） １ １ ２

S .Enteritidis（O９） １ １

合計 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ３

月
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 合計

糞便検体数 ５ ２ ４ １５ １５ １５ ９ ６ １０ １３ １０ ２７ １３１

腸管病原性大腸菌（EPEC） １ ４ １ １ １ ２ １ ６ １６

Campylobacter １ ２ ４ ３ ５ １ ５ ３ ４ ４ ３２

二病原菌合計 ２ ０ ０ ６ ５ ４ ６ ３ ６ ３ ４ １０ ４８

分離菌株数 ３ １ １ １３ １１ １０ ７ ６ １０ １１ ５ ２３ １０１

年齢 ０ １～２ ３～４ ５～６ ７～８ ９～１０ １１～１４ ≧１５ 合計

検体数 １８ ３３ １７ １５ １８ １１ １５ ４ １３１

分離検体数 １２ １９ １０ ９ １７ ９ ８ ０ ８４

下痢原性大腸菌 １ ３ ４ １ ４ １ ２ ０ １６

Salumonella 属 １ １ １ ０ ３

C.jejuni ５ ２ ５ ７ ７ ２ ０ ２８

C.coli １ １ １ １ ０ ４

S.aureus １０ １５ ２ ４ １０ ３ ４ ０ ４８

K.oxytoca １ １ ０ ２

分離菌株数合計 １２ ２３ １１ １０ ２３ １１ １１ ０ １０１

表３ Salmonella 属の血清型別

表４ 下痢原性大腸菌と Campylobacter の分離状況

表５ 年齢別病原細菌分離状況（感染性胃腸炎）
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� その他

感染性胃腸炎の１３１検体における臨床症状と

して下痢１１４検体（８７．０％），腹痛６３検体（４８．０％），

血便４５検体（３４．３％），嘔吐２６検体（１９．８％），発

熱２０検体（１５．２％）であった。やはり症状とし

て下痢が主流であった。

糞便材料で起因菌が分離されたのは下痢検体

１１４検体９２検体（８０．７％），腹痛６３検体中５５検体

（４１．９％），血便４５検体中３９検体（８６．６％），嘔吐

２６検体中１７検体（６５．３％）発熱２０検体中１４検体

（７０．０％）であった。

血便での病原菌分離率が一番多かった。血便

での検出菌が多いのは S.aureus１６検体 Campylo-

bacter１３検体であった。

起因菌ごとに症状の多い順にあげると，S.

aureus は下痢，腹痛，血便であった。EPEC

は下痢，血便，嘔吐，腹痛，Campylobacte は

下痢，腹痛，血便，k .oxytoca は下痢，血便，

腹痛，Salmonella 属菌は下痢，腹痛，血便であ

った。

感染性胃腸炎の下痢，腹痛，血便は主な症状

ではあるが，原因菌による主になる症状は顕著

にあらわれなかった。

� 考 察

香川県感染症発生動向調査事業による病原細菌検索材

料は本年は１３３件であった。病原細菌分離検体数は，８４

件で６３．２％だった。分離株は１０１株で７５．９％であった。

２０００年２１７検体中１４５株（６６．８％），２００１年１７４検体中１２３

株（７０．７％），２００２年は１２０検体中６７株（５５．８％）であっ

た。２０００年から２００３年の平均分離株は７１．１％であった。

２００３年は過去３年の平均分離率より高い分離状況であっ

た。これは１検体に複数の病原菌が分離されたことが要

因のひとつと考えられる。

疾患別状況における検体数は溶連菌感染症が２件で溶

連菌は分離はされなかった。２００２年は１３件，分離数は１１

株（８４．６％）で２００１年（７２．１％）の分離率であったが，２００３

年は検索材料の送付が２件となり大幅に減少した。溶連

菌も分離されず分離率０％となった。そのため分離状況

の把握ができなかった。

感染性胃腸炎の検体数は１３１件で，２０００年２１２件，２００１年

１５２件，２００２年１０５件で減少していたが２００２年より２４．８％

増となり，本年は増加の傾向がみえた。

月別分離状況は，１月は３株/５件（６０．０％），２月は

１株/２件（５０．０％），３月は１株/４件（２５．０％），４月

は１３株/１５件（８６．６％），５月は１１株/１５件（７３．３％），６

月は１０株/１７件（５８．８％），７月は７株/９件（７７．７％），８

月は６株/６件（１００％），９月は１０株/１０件（１００％），１０

月は１１株/１３件（５０．０％），１１月は０株/３件（８４．６％），１２

月は２３株/２７件（８５．１％）と，なった。分離率は８月と

９月が高い。平均に検体数が少ないため比較はし難いが，

夏の気温の上昇の影響と体力の低下などにより感染され

夏に多く分離されたと思われる。

分離菌からみると下痢原性大腸菌は４月から９月にか

けて多発している。カンピロバクター腸炎は文献６）によ

ると高い気温環境で死滅しやすく，晩春に多発，夏季に

やや現象する傾向があるが，本年は２，３月を除いて分

離された。この傾向は検体数が多いと，文献のような傾

向が現れると思われる。また，気温の影響により多少異

なった可能性もある。また２００３年はナリジキシン耐性菌

が多く分離されたのが要因になるかもしれない。

S.aureus は季節に関係なく年間を通して分離された。

Salmonella 属菌は２００２年は分離率が１０．５％と２００１年の

４．６％を大きく上回った。これは，ある保育所における

S .Enteritidisによる食中毒集団発生によるものと考えら

れる。１）２）４）しかし，２００３年は３件にとどまり分離率は

３．８％で平年より少し低い分離率となった。

血清型別では全国的に多く分離され血清型 S .Mon-

tevideo（O７）と S .Enteritidis（O９）が分離された。３）４）

下痢原性大腸菌の病原性分離状況は EPECが１６株分

離された。２００３年は EPECを主流とする分離状況とな

った。なかでも E.coli O１が EPECの３１．３％を E.coli

O４４が１８．７％の分離率を示した。２００３年には EHECは

感染症発生動向調査では，分離されなかった。１）４）５）

Campylobacter の同定指標の一つとしてナリジキシン

酸の感受性検査があるが，C.jujuni と C.coli の同定指標

にナリジキシン酸に感受性があることが菌種の鑑別にあ

るが，耐性菌が多く検出された。C.jujuni が５７．１％，C.coli

が５０．０％で平均５３．６％ナリジキシン酸耐性菌であった。

C.jujuniのナリジキシン酸耐性菌は２０００年が２２．２％，２００１

年が４０．０％，２００２年が７０．０％，２００３年が５７．１％であった。
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耐性菌が増え本来の指標とする感受性のある菌が減少し

ている傾向がうかがえる。

また C.coli にもナリジキシン酸耐性菌が増加傾向にあ

る。

また分離検体数８４のうち１０１株分離された。すなわち，

感染性胃腸炎の全体の２０．２％は原因菌は２菌種以上で複

数の原因菌によることがわかった。

この事業は全国病原微生物検出状況と比較状況ができ，

今後の流行予測と香川県下の細菌感染症の傾向を把握す

るのに極めて重要な事業となり疫学情報を含めて長期的

に実施することは，全国的，香川県下にとっても不可欠

と思われる事業である。

	 まとめ

１ 香川県感染症発生動向調査事業による病原細菌検索

材料は１３３件で分離検体数は８４件で分離数は１０１株で

６３．２％と例年より高い分離率となった。

２ 疾患別では感染性胃腸炎１３１件，溶連菌感染症２件

であった。溶連菌感染症と髄膜炎の検体が大幅に減少

した。糞便材料による感染性胃腸炎の検体は増加した。

３ 小児感染性胃腸炎の分離菌は Campylobacter，下痢

原性大腸菌，S.aureus などが主要起因細菌であった。

４ 下痢原性大腸菌のうち EPECが１６株分離された。E.

coli Olと E.coli O４４が多く分離された。

５ Salmonella 属菌については，２００２年は食中毒により

多く分離されたが，２００３年は低い分離率となった。

６ Campylobacter は C.jujuni の分離菌が多く，そのう

ち５７．１％がナリジキシン酸耐性菌であった。C.coli に

おいてもナリジキシン酸耐性株の増加がみられた。

７ 香川県における小児細菌感染症は全国状況と，ほぼ

同じ傾向を示した。
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